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本
学
は
29
年
前
、
地
域
の
中
で
独
自

性
の
あ
る
学
問
を
と
、
当
時
は
珍
し

か
っ
た
国
際
、
情
報
科
学
、
芸
術
の
3

学
部
で
開
学
し
ま
し
た
。
近
年
は
競
合

が
増
え
、
学
生
募
集
も
気
を
抜
け
な
い

状
況
に
。
入
学
者
が
多
様
化
し
、
質
保

証
も
本
格
化
し
た
２
０
１
９
年
度
に
、

ま
ず
は
学
生
の
実
態
を
把
握
す
べ
く
、

学
生
調
査
に
着
手
し
ま
し
た
。

調
査
か
ら
は
、
成
績
な
ど
の
従
来
の

教
務
デ
ー
タ
に
は
な
い
学
生
の
実
態
、

思
い
、
要
望
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
特

に
自
由
記
述
の
回
答
に
は
わ
れ
わ
れ
が

思
い
も
よ
ら
な
い
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
供

給
者
で
あ
る
教
職
員
目
線
で
の
学
生
調

査
の
限
界
を
実
感
し
ま
し
た
。
た
と
え

学
修
到
達
度
を
把
握
で
き
て
も
、Ｄ
Ｐ

未
到
達
の
資
質
や
能
力
が
あ
っ
た
際
、

果
た
し
て
教
職
員
だ
け
で
問
題
点
や
改

善
方
法
を
見
い
だ
せ
る
の
か
―
―
そ
ん

な
折
に
、
非
常
勤
講
師
を
務
め
て
い
た た

    ＊
岡
山
理
科
大
学
で
、
学
生
に
よ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

現
場
を
見
学
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

学
生
が
活
発
に
教
育
に
対
し
て
意
見
を

述
べ
る
姿
を
見
て
、
そ
の
必
要
性
を
確

信
。
本
学
へ
の
導
入
を
提
案
し
、
教
員

だ
け
で
な
く
学
生
も
参
画
す
る
質
保
証

の
し
く
み
づ
く
り
を
始
め
た
の
で
す
。

現
在
、
構
築
中
の
内
部
質
保
証
体
制

で
は
、
各
学
科
・
研
究
科
の
教
育
に
つ

い
て
、
所
属
学
科
の
教
員
・
他
学
科
教

員
・
学
生
の
三
者
が
評
価
を
行
い
、
改

善
に
活
用
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
自
学
科

の
4
年
生
か
ら
直
接
意
見
を
聴
取
す
る

の
が
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
で
す
。
２
０
２
１
年
度
か
ら
情
報

科
学
、
芸
術
の
２
学
部
で
開
始
。
学
生

は
４
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
振
り

返
っ
て
是
も
非
も
含
め
て
評
価
し
、
課

題
の
あ
る
授
業
に
つ
い
て
は
改
善
策
も

提
案
し
ま
す
。
最
後
は
各
意
見
に
同
意

す
る
人
数
を
集
計
し
、
定
性
情
報
を
定

量
情
報
化
、
つ
ま
り
各
意
見
の
重
み
ま

で
測
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

卒
業
間
際
の
学
生
が
、
後
輩
が
受
け

る
教
育
を
よ
く
し
よ
う
と
熱
心
に
取
り

組
み
、
こ
の
４
年
で
そ
れ
が
で
き
る
ほ

ど
に
成
長
し
た
姿
は
、
立
ち
会
う
教
員

た
ち
の
胸
を
打
ち
ま
す
。
教
務
デ
ー
タ

や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
だ
け
だ
っ
た
と
き

と
比
べ
て
、
教
員
の
教
育
改
善
へ
の
動

き
が
早
く
、
進
級
要
件
の
変
更
や
内
容

が
重
複
す
る
科
目
の
扱
い
の
検
討
な
ど

が
次
々
と
始
ま
り
ま
し
た
。
情
報
科
学

部
で
は
自
発
的
に
新
規
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

受
講
実
態
を
把
握
す
べ
く
、
２
年
次
末

に
も
追
加
で
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
至
る
ま
で
に
私
が
心
が
け
た

の
は
、個
人
に
張
り
付
か
な
い
全
学
的
、

持
続
的
な
し
く
み
に
す
る
こ
と
で
す
。

Ｉ
Ｒ
関
係
の
規
程
整
備
、
執
行
部
や
学

部
長
対
象
の
研
修
、
全
構
成
員
向
け
の

研
修
、
実
務
担
当
者
用
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
…
と
、
段
階
的
に
、
学
内
の

理
解
と
ル
ー
テ
ィ
ン
化
を
進
め
て
き
ま

し
た
。次
の
課
題
は
、学
生
へ
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
で
す
。
こ
れ
を
怠
る
と
、
声

を
上
げ
て
も
動
い
て
く
れ
な
い
大
学
だ

と
思
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
本
年
４
月
発

足
の
教
育
基
盤
セ
ン
タ
ー
で
、
他
大
学

の
事
例
を
参
考
に
共
有
方
法
を
検
討
中

で
す
。

今
、
本
学
で
は
、
学
生
の
声
や
力
を

業
務
改
善
・
改
革
に
生
か
す
動
き
も
出

始
め
て
い
ま
す
。
業
務
の
Ｄ
Ｘ
化
に
学

生
が
参
画
し
た
り
、
総
務
室
が
予
算
編

成
の
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て
学
生
調
査
の

結
果
を
使
っ
た
り
。
こ
の
よ
う
な
動
き

が
日
常
に
な
れ
ば
、
学
修
者
本
位
の
文

化
と
し
て
根
付
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

やまさきひろあき●2010年関西大学入職。教務事
務担当の後、（公財）大学基準協会へ出向を経て自己
点検・評価を担当。2019年広島市立大学に着任。
2022年より教学企画オフィス・オフィス長補佐、大学
評価オフィス副オフィス長を兼務。2023年より現職。

山咲 博昭
理事補佐／理事長室 副室長
教育基盤センター センター長補佐・講師

供
給
者
に
は
見
え
に
く
い

学
生
の
実
態
や
思
い

No.310 36

教育プログラムの評価を学生に依頼する「カリキュラム・コンサルティング」。
徐々に広まりつつあるこの取り組みを2021年度に導入した広島市立大学に聞く。

広島市立大学

日常化で日常化日常化で日常化でででで化化化常常常日、、、、化化化化化化化化化化化化ンンンンンンィンィンィンィィィティティティテテテテテテーーーーーールルルルルルルルル、、化、化化化、化化化化化化化化化化化化みみみみみみみみみみみみくくくくしくしくしくしくしししししししししししし 、化化化ンンィィテテーールル、化化化みみみくししし
つくるくるつくるくるるるくつつつつをつををつををををををををを化を化を化を化を化化化化化化化化文化文化文化文化文文文文文文文文の文の文の文文のののののの位の位の位の位位位位位位位位位本位本位本位本位本本本本本本本本本本本本者者者者者者者者者者者者修修修修修修修修修修修修学修学修学修学修学学学学学学学学学学学学 つつつををを化化化文文文ののの位位位本本本者者修修修学学学

CASE
STUDY

学
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

教
員
の
心
を
動
か
す
原
動
力
に

特集  学修者本位の大学のつくり方
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　学生によるカリキュラム・コンサルティングは、卒業予定者が、在学中に履修
した科目等について、評価と助言を行う取り組みだ。広島市立大学では、学科
の自主性を重んじ、学生の数や選び方は各学科に一任。2022年度に４学科
合同で行った情報科学部は、学生約40人、教員７人が集まり、90分弱で実施
した。学生には、事前説明を受けたうえで、教員への中傷は避け、改善してほし
い点には理由と改善案を添えるように依頼。グループで話す前に個人で意見
を記入させる、所属学科教員は進行に関与しないなど、発言しやすくなる工夫
を凝らしている。４年間を一気に振り返り、全ての科目、出来事から意見をピック
アップするので、挙がってくる意見は各学生の印象に強く残ったものばかりだ。
　学生にとっても、大学で学んできたことの意義を振り返り、その後のキャリア
を考える機会になっている。「用意された環境を享受するだけではなく、よりよい
環境をめざして主体的に働きかける学生の自治活動は、高等教育ならではの
もの。社会に出てからも役立つ経験になる」（山咲氏）。

教育改善につながり、学生の教育機会にもなる
カリキュラム・コンサルティングのコツ

教育の内部質保証（全体像）

学生評価
（カリキュラム・コンサルティング）

２ ＤＰの文言の見直し

ＣＰ、科目群、授業科目などを
学生目線で評価したもの

カリキュラム・マップ

１ 教育課程の見直し・検証材料

ＤＰの達成度把握 自己評価（カリキュラムアセスメント）

他者評価（カリキュラムアセスメント・チェック）科目群

カリキュラム・ツリー
＋

ナンバリング

授業科目

●卒業論文・研究・制作の
ルーブリック（教員評価）
●学生調査（学生の自己評価）
●修得科目の成績評価とともに
ＤＰ達成度の度合いを明示
●その他、必要に応じて設定

元々の想定した資質、能力が備わっているか、
否かを判断し、教育課程の改善につなげる

科目群の変更
授業科目の改廃・新設
配当年次、単位数、必選区分の変更

授業内容、方法の見直し、改善

学則改正の対象

学則改正の対象外

キャンパス／広島県広島市　学生数／2,092人　創立／1994年
建学の基本理念／科学と芸術を軸に世界平和と地域に貢献する国際的な大学
学部／国際、情報科学、芸術
大学院／国際学、情報科学、芸術学、平和学

注目！

DP

ＤＰの達成度把握を行うため、どのような
方法で、どの時期に、誰が評価するかを
一覧にまとめたもの（ＤＰの学修目標との
対応関係もまとめている）。

ＤＰの学修目標ごとに学生のＤＰ達成度状況、
評価方法などを含めて評価したもの。課題があ
れば次年度の改善策を含めて検討する。

自己評価の妥当性を客観的な視点（当事者で
ない第三者視点（他学科の構成員））からピア・
レビューしたもの。

定義や解釈があいまいで評価がしづらい表現や、元々の想定と異なる解釈がなされている等

ＣＰ

ＤＰ

ＡＰ
カリキュラムアセスメント・チェックリスト

複
数
の
視
点
で
評
価

体系性

順次性

３つの方針 Ｐ 教育課程 D 学修成果の把握・可視化 C 教育課程に対する評価
〈教育プログラム単位〉C

教育課程に対する評価の活用 A

カリキュラム・コンサルティングの進め方
実施単位 学科・専攻

質問項目 共通科目／専門科目／オンライン授業／学生生活

対象 ４年生 実施時期 11～１月

●学生が発言しやすいように、所属学科の教員は進行に関与
しない。
●個人が発言しやすいように、「個人ワーク」→「グループでの共
有」の順で進める。
●改善を要望する点については、学生自身が考えた改善方法
も提示してもらう。
●（グループによっては）自グループでの意見の共有後、他のグ
ループの意見を見て気づいた点を追加で掲出している。
●複数人が同意する意見も出るため、個々の学生へのインタ
ビューよりも代表性がある意見が得られる。

６項目中、
２項目抜粋

多様な文化・価値観を尊ぶための、人間、社会、
自然、平和に関する幅広い教養と知識・技能
を有している　　　　　　　　 （知識・技能）

社会的課題の解決ないしは社会との関わりの
中での創作活動に向けて主体的に取り組む姿勢
を有している　　　　　　　　　　   （主体性）
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